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管理を越え、正しき俯瞰の地平へ。現場を信じる設計が、次世代の秩序を編み出す。 

【USAGI 通信 傑作選】Vol.23 支店・営業所・工場を結ぶ「社内ネットワークの神経系」 

※この文書は、会員向けに週一回発行しているコラムの中で、特に評価の高かったものを抜

粋し、一般公開しているものです。 

 

1. 組織の「フラクタル」な拡張 

企業の成長とは、情報の末端が増殖するプロセスです。USAGI は、物理的な拠点展開をデ

ジタル上の「自律分散型ネットワーク」へと再定義し、中央集権的なピラミッド型組織が抱

える伝達遅延を解消します。 

2. サブユニット：地域と繋がる自律的な「ノード」 

USAGI の設計思想において、支店や工場は単なる本社の「出先」ではありません。 

真の狙いは、各拠点がそれぞれの地域や取引先と USAGI を通じて直接繋がり、自律的な生

態系を築くことにあります。USAGI システムのサブユニット機能は、現場の即応性を解放

し、商流の目詰まりを構造的に排除します。 

3. 信頼を設計する「正しき俯瞰」 

メインユニット（本社）の役割は、管理・統制することではありません。 

全サブユニットの動きをリアルタイムに同期し、現場の自律的な活動を「正しく見守る」こ

と。USAGI は、上位ユニットによるデータ操作をあえて遮断することで、現場の責任感と

本部の安心感を両立させる「動的な秩序」を創出します。 

4. 境界線を超える知能 

拠点をコストセンターから「需要のセンサー」へ。 

社内拠点がスマートに繋がり、さらにその各々が社外へと広がっていく。この多層的な「神

経系」の構築こそが、USAGI が提唱する次世代の産業インフラの姿です。 

あとがき：デジタルに宿る「見守る」という温度 

本号で紹介した「ユニット構造」は、もともと会員限定の深層機能として伏せておく予定で

した。しかし、最新の AI 解析に USAGI の設計思想をぶつけた際、彼らが真っ先に指し示

したのは、この「拠点間の自律性」がもたらす革新性でした。 

「管理」という言葉は、時として現場の呼吸を止めてしまいます。開発者として私がサブユ

ニットに託したのは、本社が支配する仕組みではなく、各拠点がその土地、その取引先と自

由に繋がり、それを本社が遠くから「正しく見守る」という、信頼に基づくネットワークの

形です。 

AI はこれを「動的な秩序」と呼びました。デジタルでありながら、どこか人間臭いこの「適

度な距離感」こそが、次世代の組織を動かす真の神経系になると確信しています。社内が繋

がり、その熱量が社外へと伝播していく。その第一歩として、この一頁が皆様の組織の未来

を描くヒントになれば幸いです。 

（USAGI システム 開発チームより） 
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